
平成27年度 第1回 河川整備学識者懇談会
＝環境調査の結果とりまとめ＝

１.各水系における環境調査等の実施状況

２.平成26年度の環境調査

３.他水系との比較(平成26年度結果）

４.本年度調査の概要

５.本年度調査結果の概要

６.河川環境の特徴
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開催日 ：平成27年10月27日 14:00～15:30

開催場所：宮崎県企業局庁舎1階 県電ホール



項目等
熊野江
川

沖田川 鳴子川
五十鈴
川

塩見川 赤岩川
新別府
川

清武川
加江田
川

伊比井
川

宮浦川 風田川 細田川 福島川 神代川

流域面積[km2] 11.4 40.3 15.7 209.4 41.4 12.5 28.4 166.4 53.8 14 9.7 6.7 78.7 179.8 3.1

幹線流路延長[km] 5.8 13.3 7.3 48 12.3 6.6 10 28.8 17.5 7.5 5.8 2.7 16 28 3.0

上
流

魚類 △ ●※1 ○

底生動物 △○ △ △ ○

鳥類 △ ●○ ● △ ○

植物 ○ ○

両生類・
爬虫類・
哺乳類

○ △ ○

昆虫類 △ ○

中
流

魚類 △ ●※1 △ ● △ ● ● ● ● △

底生動物 △○ △ △ ● ● ● ● ● ●

鳥類 ● ●○ ● ● ● ● ●

植物 ○ △ △ △

両生類・
爬虫類・
哺乳類

○ △ △ △ △

昆虫類

下
流
（河
口
）

魚類 ● ● ● ●※1 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

底生動物 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

鳥類 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

植物 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

哺乳類※2 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
●：平成26年度調査（※1：平成25年度河川水辺の国勢調査、※2:カヤネズミ調査）
○：平成27年度調査
△：既往文献のみ有り

注）神代川は、五ヶ瀬川の上流域の支川にあたるため、上流域とした。

1.各水系における環境調査等の実施状況
■各水系（五ケ瀬川水系神代川を含む）において事業区域の生物環境の現状把握及び事業が生物

環境に及ぼす影響の有無・程度を把握するため、各水系の生物情報の収集、生物の生息分布調
査を実施している。 ＜各水系の生物情報の充足状況＞
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２.平成26年度の環境調査

（1）調査の目的・内容
■14水系において事業区域の生物環境の現状把握及び事業が生物環境に及ぼす影響の有無・程度を把握するた
めの生物の生息分布調査を行なった。

■14水系ごとの河川整備基本方針・整備計画立案において、河川環境の現状と課題の把握、整備と保全の方針
検討のための基礎資料とした。

（2）平成26年度調査のポイント
■河川整備はレベル１津波対策としての堤防の嵩上げ、液状化対策、水門等工事が中心となるため、各河川の河
口域や干潟を対象に重点的に調査を行なった。

■調査対象は、魚類、底生動物、鳥類、植物およびカヤネズミ等とし、四季調査を行った。

＜現地調査時期＞ ＜現地調査手法＞

春季 夏季 秋季 冬季

1
●

5月中旬-6
月の梅雨前

●
10月

多くの回遊魚の遡上時期にあたり、汽水域・沿岸域
で育った稚魚の遡上や産卵のため河川を遡上する
親魚の確認に適する春・秋季、仔魚時期を汽水域
で過ごす汽水・海水魚が侵入してくる秋季とした。

2
●

4月-5月

日中の干潮位が最も低くなり、汽水域における甲殻
類や貝類の確認がしやすい春季に実施する。

3
●

5月下旬－6
月中旬

●
8月下旬－9
月上旬

●
12月

夏の繁殖期、秋の渡り、越冬期の３季を設定する。
冬季調査は環境情報図作成スケジュールを考慮
し、１２月上旬に実施した。県内における春渡りは５
月で遅いため実施jしたかった。

植物相
●
5月

●
10月

植物の開花種数の多い春・秋季に実施した。

植生図作成
（水域・構造物
調査を含む）

●
7月－8月中

旬

コアマモ等の沈水植物が生育し、植物相調査を行
わない季節のデータも補完できる夏季に実施する。

※1：河川水辺の国勢調査の基本的な調査時期

魚類：春季～秋季にかけて2回以上

底生動物：初夏～夏、冬季～早春の2回（水生昆虫の羽化時期で設定されている）

鳥類：繁殖期と冬季の2回、春・秋の渡りの時期

植物相：春～初夏を含む2回以上
植生図作成調査：植物の色調に変化の出やすい秋に1回以上

設定理由
調査時期（4-12月）※1

魚類

底生動物

鳥類

4
植
物

No, 調査対象 No, 調査手法

1

【下流部（河口・干潟）】：五十鈴川を除く水系で実施
・投網、タモ網、刺網、地曳網を用いた捕獲法を基本とした。
【中流部（淡水区間）】：伊比井川、宮浦川、風田川、細田川、清武川で実施
・投網・タモ網を用いた捕獲法を基本とした。
　⇒伊比井川・宮浦川・風田川では、タモ網を用いた捕獲をおこなった。
　⇒細田川、清武川では、投網、タモ網を用いた捕獲を行った。

2 定性採取・定量採取

3

【下流部（河口・干潟）】
・ラインセンサス法、定点観察法（10分程度）
【中流部（淡水区間）】
・定点観察法（20分程度）

植物相 踏査法（カヤネズミの確認を含む）

植生図作成
（水域・構造物調

査を含む）

踏査法（カヤネズミの確認を含む）

調査対象

底生動物

鳥類

4
植
物

魚類
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※1：河川水辺の国勢調査の基本的な調査

魚類：春季～秋季にかけて2回以上

底生動物：初夏～夏、冬季～早春の2回（水生昆虫の羽化期で設定されている）

鳥類：繁殖期と冬季の2回、春・秋の渡りの時期

植物相：春～初夏を含む2回以上

植生図作成調査：植物の色調に変化の出やすい秋に1回以上



3. 他水系との比較(平成26年度結果）
（1） 生物相（平成２６年度全季）第5回 宮崎県河川整備学識者懇談会資料抜粋

全季の調査結果について、最も基本的な情報となる生物種リストをもとに出
現種数と重要種数について河川ごとに整理した。

なお、河川比較は事業区域となる河口域（汽水域）の調査結果を対象とした。

（注） 五十鈴川の魚類種数は、H25河川水辺の国勢調査に基づく

熊野江
川

沖田川 鳴子川 五十鈴
川

塩見川 赤岩川 新別府
川

清武川 加江田
川

伊比井
川

宮浦川 風田川 細田川 福島川

魚類
（重要種数）

48
（7）

44
（6）

32
（5）

21
（3）

14
（3）

15
（1）

29
（0）

57
（10）

44
（7）

10
（2）

12
（3）

25
（3）

49
（7）

62
（10）

底生動物
（重要種数）

125
（30）

84
（20）

70
（22）

67
（14）

37
（10）

15
（2）

68
（7）

84
（24）

79
（25）

26
（3）

34
（2）

42
（3）

72
（14）

97
（21）

鳥類
（重要種数）

37
（2）

56
（4）

35
（2）

41
（5）

56
（5）

38
（3）

51
（5）

77
（11）

62
（7）

27
（1）

31
（1）

45
（7）

41
（5）

76
（12）

植物
（重要種数）

241
（4）

269
（5）

169
（2）

247
（0）

253
（9）

169
（3）

168
（0）

301
（5）

346
（8）

84
（1）

138
（1）

185
（1）

150
（2）

353
（7）

個別の河川別に見る
と、他の水系の平均的
な確認種数と同程度と
なっている。
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（2） 生物相の出現状況（平成２６年度確認種数）第5回 宮崎県河川整備学識者懇談会資料抜粋

• 魚類と底生生物は、河川別にその出現種数の傾向が類似している。（魚類種数の多い河川では底生動
物種数も多い）

• 鳥類は、河川別の出現種数にあまり大きな差は生じていない。

• 生物出現種数は総じて、赤岩川、伊比井川、宮浦川で少ない。これらの河川は、河口閉塞により河口
域の滞留化や干潟・湿地が少ない現状にある。なお、五十鈴川は平均的な生物相となっている。

• 風田川も河口閉塞傾向にあり、総じて生物出現種数は少ないが、面的には小さいものの草地や湿地の
ほか、砂丘植物群落や塩沼植物群落等の多様性が見られる。

• 新別府川は一ツ葉防潮堰で水域が分断されているが確認種数は比較的多い。現地調査範囲を堰上下
流としたため、堰上流の淡水域と下流の汽水・海水域の双方の生物種が含まれている。（淡水魚：オイ
カワ等6種、底生動物：タケノコカワニナ等7種）

河川別 生物別

3. 他水系との比較(平成26年度結果） 資料-3
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（3） 重要種の出現状況も、魚類と底生動物は河川別の出現種数の傾向が類似している。

• 重要種の出現種数も総じて、赤岩川、伊比井川、宮浦川で少ない。

• 新別府川では、魚類と植物の重要種は未確認である。単調な環境を反映していると考えられる。

• 風田川では、水域は単調となっているが、アカショウビン、サンショウクイ、オオルリ等樹林地に依存する
鳥類が多く見られる。

• 清武川、加江田川及び福島川は、普通種・重要種を含め、特に生物相が豊かである。これらの河川に
は干潟・湿地・草地等の多様な環境が面的にも広い範囲に存在する。

• 熊野江川は特に底生動物相が多様である。当該河川がタイプ産地のクマノエミオスジガニが特筆される。

• その他、沖田川、鳴子川、五十鈴川、塩見川、細田川は、普通種・重要種を含め相対的に生物相は豊
かである。

河川別 生物別

3. 他水系との比較(平成26年度結果） 資料-3
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春季 夏季 秋季 冬季

1
▲
８月

▲
10月－11月

・7～8月は水温が高くなり魚類が最も活動する時期
でる。
・10～11月は魚類の移動が多くなる時期である。

2
▲
８月

●
9月

・7～9月は秋羽化の水生昆虫類の採取に適してい
る。

3
●：6月
▲：8月

●▲
9月

・7～8は多くの両生類・爬虫類の活動が活発になる。
・9月中旬～10月はヘビ類やトカゲ類等の爬虫類幼体
が確認しやすい。

3
●：6月
▲：8月

●▲
9月

●▲
12月

・6月～8月は多くの哺乳類の活動が活発になる。
・9月中旬～10月は哺乳類の繁殖期であり、ネズミ類
は個体数が増加し、確認しやすい。
・12月は、草本類の冬枯れや積雪により、哺乳類の
目撃やフィールドサインの確認が容易となる。

4
●：6月
▲：8月

●▲
10月

●▲
12月

・夏の繁殖期、秋の渡り、越冬期の３季を設定する。

植物相（2回）
●
6月

▲：8月
●▲
10月

・植物の開花種数の多い春・秋季に実施する。

植生図作成（１
回）
（水域・構造物
調査を含む）

●▲
8月

・8月は落葉樹が十分に展葉し、草本類の成長も進む
時期である。

6
▲
8月

▲
10月

・7月～8月は夏季に活動する多くの昆虫類の確認が
可能である。
・10～11月は、バッタ類、トンボ類など秋に活動する
昆虫類の確認が可能な時期である。

●：五十鈴川、▲：神代川

※1：河川水辺の国勢調査の基本的な調査時期

底生動物：初夏～夏、冬季～早春の2回（水生昆虫の羽化時期で設定されている）

両生類・爬虫類：早春～初夏に2回、秋に1回を含む3回以上実施する。

哺乳類：早春～初夏に2回、秋に1回を含む3回以上実施する。なお、トラップ法は、春から初夏1回、秋に1回の

計2回実施する。

鳥類：繁殖期と冬季の2回、春・秋の渡りの時期に実施する。

植物相：春～初夏を含む2回以上実施する。

植生図作成調査：植物の色調に変化の出やすい秋に1回以上実施する。

陸上昆虫類等：春、夏、秋と3回以上実施する。

鳥類（3回）

5
植
物

両生類・爬虫類
　　　（2回）

哺乳類（3回）

魚類（2回）

No, 調査対象
調査時期（4-12月）※1

設定理由

底生動物（１回）

陸上昆虫類（2回）

４.本年度調査の概要
（1）調査の目的・内容
■五十鈴川水系及び五ヶ瀬川水系神代川の生物環境の現状把握及び事業が生物環境に及ぼす影響の有無・程度を把握するための生
物の生息分布調査を行ない、河川整備基本方針・整備計画立案の基礎資料とする。

■五十鈴川は平成26年度に河口部中心に調査を実施しており、本年度はその補足として中上流域の対策箇所を含む範囲で調査を行う。

（2）調査のポイント
■調査対象は、五十鈴川の中上流域においてが底生動物、両生類・爬虫類・哺乳類、鳥類、植物を実施し、神代川ではこれら調査に加
え、魚類と陸上昆虫類について現地調査を実施する。

＜現地調査時期＞ ＜現地調査手法＞

今回報告データ

No, 調査手法

1 ・タモ網、サデ網【神代川】

2 ・定性採取・定量採取【五十鈴川、神代川】

3
・目撃（鳴き声含む）、捕獲法（タモ網等）、フィールドサイン法
【五十鈴川、神代川】

3

・目撃法、フィールドサイン法【五十鈴川、神代川】
・トラップ法（シャーマントラップ【五十鈴川、神代川】、ｶｺﾞ網【五十鈴
川】：1晩）
・無人撮影法（1晩、3個）【五十鈴川】

4 ・ラインセンサス法、定点観察法（30分程度）【五十鈴川、神代川】、

植物相 ・踏査法【五十鈴川、神代川】

植生図作成
（水域・構造物
調査を含む）

・踏査法【五十鈴川、神代川】

6 見つけ採り、スウィーピング法、ビーティング法【神代川】

※調査地点は、五十鈴川が小園堰下、松瀬堰下、井手ノ口橋、椎野川合流点上流の4地区

　　神代川は全域（魚類、底生動物は、下流部、整備対象地区、上流部の3地区）

5
植
物

陸上昆虫類

調査対象

魚類

底生動物

両生類・爬虫類

哺乳類

鳥類
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４.本年度調査の概要（調査位置図：五十鈴川）

小園井堰下
(3k500)

松瀬堰下
(21k100)

井手ノ口橋
(41k600)

椎野川合流点上流
(46k600)

魚類(H25)
鳥類（H26）
底生動物（Ｈ26）
植物(H26)

鳥類(H26)

植物（カワラハンノキ） （H26）

魚類(H25)

鳥類（H27）
両生類・爬虫類・哺乳類（H27）
植物(H27)

更正橋
(11k700)

魚類(H25)

鳥類(H26)

魚類(H25)

鳥類（H27）
両生類・爬虫類・哺乳類（H27）
植物(H27)

鳥類(H26)
植物（カワラハンノキ） （H26）

魚類(H25)

鳥類（H27）
両生類・爬虫類・哺乳類（H27）
植物(H27)

魚類(H25)

鳥類(H26)

魚類(H25)
鳥類（H27）
両生類・爬虫類・哺乳類（H27）
植物(H27)

魚類(H25)

魚類(H25)

中流域

上流域

下流域

日向灘
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４．本年度調査の概要（調査位置図：神代川）

鳥類
両生類・爬虫類・哺乳類
植物

魚類
底生動物
陸上昆虫類

鳥類
両生類・爬虫類・哺乳類
植物

魚類
底生動物
陸上昆虫類

魚類
底生動物
陸上昆虫類

鳥類
両生類・爬虫類・哺乳類
植物

魚類
底生動物
陸上昆虫類

※調査はいずれも平成27年度に実施

上流部

整備区間

下流部
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小園井堰下
(3k500)

松瀬堰下
(21k100)

井出ノ口橋
(41k600)

椎野川合流点上流側
(46k600)

下流 中流 上流

出
現
種
数
（
種
）

両生類

爬虫類

哺乳類

鳥類

植物

2

1 11 1

3

1

2

3

0

1

2

3

4

小園井堰下
(3k500)

松瀬堰下
(21k100)

井出ノ口橋
(41k600)

椎野川合流点上流側
(46k600)

下流 中流 上流

出
現
種
数
（
種
）

両生類

爬虫類

哺乳類

鳥類

植物

５.本年度調査結果の概要

(1)五十鈴川
• 本年度の8月まで結果では、両生類2目4科8種、爬虫類1目4科4種、哺乳類6目8科12種、鳥類8目

21科31種 、植物103科338種の確認があった。

• 重要種では両生類がアカハライモリ（環境省：準絶滅危惧） などの2種、哺乳類がカヤネズミ（宮崎県：
準絶滅危惧）の巣球が堤内地の放棄畑で1種、鳥類はサシバ（環境省：絶滅危惧Ⅱ類、宮崎県：準絶滅
危惧）など夏鳥が4種、植物ではカワラハンノキやシランなど5種が確認された。

• 地点別では、調査が夏季のみであり大きな違いはみられないが、重要種は上流ほど多い傾向であった。

確認種

重要種

＜地点別確認種の状況＞
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４.本年度調査結果の概要
＜五十鈴川の重要種の確認状況H25～H27 .8月まで＞ • 平成27年度の重要種の確認状況としては、アカ

ハライモリ、トノサマガエルは、河岸のたまりや細流
れで確認され、カヤネズミは堤内地の放棄田で確
認されている。

• 植物ではカワラハンノキが交互砂州にみられ、ツ
クシチャルメルソウが上流の露岩に、カンアオイ属、
シラン、ムギランは河岸斜面等の樹林内で確認さ
れている。

分類 科名 種名
下流域
0～3.8km

中流域
3.8～42.0km

上流
42.0～
48.0km

重要種の基準

① ② ③

魚類※１

ウナギ科 ニホンウナギ ● EN

ドジョウ科 ヤマトシマドジョウ ● VU

サケ科 サクラマス（ヤマメ） ● NT
ハゼ科 カワアナゴ ● NT

ヒモハゼ ● NT NT

スミウキゴリ ● NT

クボハゼ ● EN VU

アシシロハゼ ● NT

ルリヨシノボリ ● NT

底生動物

フトヘナタリ科 フトヘナタリガイ ● NT NT
カワグチツボ科 カワグチツボ ● NT

イリエツボ ● CR+EN

ガンヅキ科 ガタヅキ ● DD
オキナガイ科 ハザクラガイ ● NT VU

ソトオリガイ ● VU

ハサミシャコエビ科 カワスナガニ ● NT NT
オサガニ科 チゴイワガニ ● EN

ヒメヤマトオサガニ ● NT

ハクセンシオマネキ ● VU NT
ベンケイガニ科 アカテガニ ● NT

ミナミアシハラガニ ● CR

トリウミアカイソモドキ ● EN

タイワンヒライソモドキ ● VU

鳥類

サギ科 チュウサギ ● NT
タカ科 ミサゴ ● ● NT NT

ハイタカ ● ● NT NT

サシバ ○ VU NT

ハヤブサ科 ハヤブサ ● 国内 VU NT

シギ科 ハマシギ ● NT

カワセミ科 アカショウビン ● NT

ツバメ科 コシアカツバメ ● NT
ヒタキ科 キビタキ ○ NT

オオルリ ●○ NT

カササギヒタキ科 サンコウチョウ ●○ NT

植物

カバノキ科 カワラハンノキ ●○ EN

ウマノスズクサ科 カンアオイ属 ○ ※２ ※２

ユキノシタ科 ツクシチャルメルソウ ○ NT
ラン科 シラン ○ NT NT

ムギラン ○ NT NT

両生類
イモリ科 アカハライモリ ○ ○ NT

アカガエル科 トノサマガエル ○ NT NT

哺乳類 ネズミ科 カヤネズミ ○ NT

平成26年度
確認種（●）

20科 33種 25種 6種 4種 1種 17種 25種

平成27年度
確認種（○）

10科 12種 0種 6種 7種 0種 5種 5種

※１：平成25年度河川水辺の国勢調査 は本年度秋季調査で実施

●：平成26年度結果

○：平成27年度8月までの結果

①種の保存法（「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（1993年）に基
づく国内希少野生動植物種）
国内：国内希少野生動植物種 国際(渡)：国際希少野生動植物種

②レッドデータブック2014（2014、2015環境省）の掲載種
EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧
ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、
LP：絶滅のおそれのある地域個体群

③ 宮崎県：宮崎県の保護上重要な野生生物 改訂・宮崎県版レッドデータブック2010年度版
(宮崎県、2010.3)
EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧ⅠＡ類，EN：絶滅危惧ⅠＢ類
VU：絶滅危惧Ⅱ類，NT：準絶滅危惧，DD：情報不足

※2：現地調査ではカンアオイ属の花部を確認することができなかったため、属止めとして
いる。 宮崎県北部～中部に分布するカンアオイ属の重要種の選定基準およびカテゴリー
を以下に記載する。

キンチャクアオイ 環境省：絶滅危惧II類

サンヨウアオイ 宮崎県：絶滅危惧II類

オナガカンアオイ 環境省:絶滅危惧IA類、宮崎県：絶滅危惧IA類

マルミカンアオイ 環境省：絶滅危惧IB類、宮崎県：準絶滅危惧
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４.本年度調査結果の概要

(2)神代川
• 本年度の8月まで結果では、魚類3目3科5種、底生動物7綱19目38科57種、両生類2目4科5種、

爬虫類1目4科5種 哺乳類5目5科6種、鳥類4目17科24種、植物81科１８８種、陸上昆虫類14
目85科272種の確認があった。

• 重要種では、魚類が1種、底生動物が2種、両生類が2種、爬虫類が1種、鳥類が１種、植物が１種、
陸上昆虫類ではオナガサナエ（宮崎県：準絶滅危惧）やウスイロシマゲンゴロウ（宮崎県：準絶滅危
惧）など5種が確認された。

Ｎo, 分類 科名 種名 下流部 整備区間 上流部 環境省 宮崎県
1 魚類 メダカ科 メダカ南日本集団 ● VU VU

2 底生動物
ヒラマキガイ科 ヒラマキミズマイマイ ● NT DD

アメンボ科 オオアメンボ ● NT

4 両生類
イモリ科 アカハライモリ ● ● NT

アカガエル科 トノサマガエル ● ● ● NT NT
6 爬虫類 ヤモリ科 ニホンヤモリ ● DD
7 鳥類 ヒタキ科 オオルリ ● NT

8 植物 キク科 ホソバオグルマ ● VU
9

陸上昆虫類

サナエトンボ科 オナガサナエ ● NT
11 シジミチョウ科 ゴイシシジミ ● NT

12 シロチョウ科 ヤマトスジグロシロチョウ本州以南亜種 ● NT

13 ジャノメチョウ科 ジャノメチョウ ● NT
14 ゲンゴロウ科 ウスイロシマゲンゴロウ ● NT

- 14科 14種 5種 4種 7種 5種 12種

環境省：「レッドデータブック2014-日本の絶滅のおそれのある野生生物-」（環境省、2015年）
EX：絶滅 EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧ⅠA類，EN：絶滅危惧ⅠB類，VU：絶滅危惧Ⅱ類，NT：準絶滅危惧，DD：情報不足，LP：絶滅のおそれのある地域個体群
宮崎県：「改訂・宮崎県版レッドデータブック 宮崎県の保護上重要な野生生物」（2011年3月）

EX：絶滅，EW：野生絶滅，CR：絶滅危惧IA類，EN：絶滅危惧IB類，VU：絶滅危惧II類，NT：準絶滅危惧，DD：情報不足，OT：その他保護上重要な種

＜重要種の確認状況＞
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下流域（河口）
0～2.6km付近

中流域
2.6～42.0km付近

上流域
42.0～48km（二級河川境界）

代表的
景観

河川構造
セグメント：２
河川勾配：1/800

セグメント：１
河川勾配：1/750～1/170

セグメント：１～M
河川勾配：1/170～1/30

生物生息
生育場

• 比較的平坦な河床
• 広い水面域と干潟の分布

• 瀬・淵
• 砂州

• 瀬・淵
• 渓流環境
• 河岸の急斜面の露岩地

生息生物
(赤字：重要種）

• 魚類：ニホンウナギ、カワアアナゴ、
スミウキゴリ）、スズキ、ボラ、クボハ
ゼ、アシシロハゼ：H25確認

• 底生動物：カワグチツボ、ハザクラ、
カワスナガニ、タイワンヒライソモドキ、
アカテガニ：H26確認

• 鳥類：ヒドリガモ（集団越冬地）、ミサ
ゴ、ハマシギ、アオサギ：H26確認

• 魚類：アユ、ボウズハゼ、オイカワ、
ヤマトシマドジョウ：H25確認

• 底生動物：コオニヤンマ（H16）、ヒゲ
ナガカワトビケラ（H16)、カワニナ
（H14）、モクズガニ（H14）、ヒラテテ
ナガエビ（H14）

• 両生類：カジカガエル、アカハライモ
リ、トノサマガエル：H27確認

• 植物：カワラハンノキ：H26、H27確認

• 魚類：サクラマス（ヤマメ）、タカハヤ：H26
確認

• 両生類：カジカガエル：H27確認
• 植物：ヒュウガギボウシ－イワタバコ群落、
ツクシチャルメルソウ、ムギラン：H27確認

• 鳥類：カワガラス：（H26 H27）、アカショウ
ビン（H26）、オオルリ（H26、H27）

河川環境 五十鈴川では、源流部の渓流、中・上流域での連続したアユやルリヨシノボリ等魚類の生息環場（ハビタット）となる瀬・淵や、下流域でのカモ類の越冬地として
利用される広い水面域や希少な魚介類の生息場（ハビタット）となる干潟など、河川の流程に応じた多様なハビタットが形成されています。また、河岸には、中流
域では比高に応じたカワラハンノキ等の低木、ツルヨシ群落、たまり、礫河原などが分布し、河口域では塩沼植物、干潟、クロマツ植林、砂丘植物などが分布す
るエコトーンが形成されています。これらを生息基盤とする豊かな生物相を育んでいます。

今後の河川環
境のあり方

五十鈴川流域は優れた自然環境が多く見られるとともに、源流から河口まで様々な生息・生育・生息環境を有しており、河川の生物相も多様です。特に、魚介
類の良好なハビタットとして中流域の連続した瀬・淵や下流域の干潟など、河川の流程に応じた多様なハビタットが形成されるとともに、中流域では比高に応じ
てカワラハンノキ等の低木、ツルヨシ群落、たまり、礫河原などが分布するエコトーン、河口域では塩沼植物、干潟、クロマツ植林、砂丘植物などが分布するエコ
トーンなど多様な生物相を育む河川環境が特徴的です。そこで、現在の良好な河川環境の整備と保全のため、河川整備に当っては、住民や学識経験者等の意
見を聴取し、長期的かつ広域的視点に立ち地域社会と一体となった整備と保全に努めていく必要があります。

注）生物に関する記述は、H27年度8月までに実施された調査を基にまとめた。

6.河川環境の特徴 （本文の自然環境に係る事項に反映させた）

（１）五十鈴川
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下流部（合流～松能橋） 整備区間（松能橋～本組橋） 上流部（本組橋～）

代表的
景観

河道等
• V字谷に渓流環境
• 周辺はスギ・ヒノキ植林

• コンクリート3面張り。水深が浅い
• 周辺は農地・住宅地

• コンクリート3面張り。水深が浅い
• 周辺は農地

生息生物
（重要種）

• 魚類：メダカ南日本集団
• 底生動物：ウスイロシマゲンゴロウ
• 両生類：アカハライモリ、トノサマガエ
ル

• 鳥類：オオルリ

• 両生類：アカハライモリ、トノサマガエル
• 爬虫類：ニホンヤモリ
• 陸上昆虫類：ヤマトスジグロシロチョウ
本州以南亜種

• 底生動物：ヒラマキミズマイマイ、オオ
アメンボ

• 植物：ホソバノオグルマ
• 陸上昆虫類：オナガサナエ、コゴミシ
ジミ、ジャノメチョウ（周辺）

基本理念

＜神代川の本来の姿への再生＞
• 川沿いの敷地を取り込んだ親水空間の整備
• 土や岩石等を利用した河底と護岸の整備
• 瀬や淵の自然な形成を促す蛇行した低水路の整備
• 水生生物・植物が生息できるような河川断面や工法、材料の採用
• 植生による景観形成

整備内容 整備なし
・河道拡幅、河床掘り下げ、護岸修景（石積
護岸、階段工等）、歩道、散策路

整備なし

6.河川環境の特徴
（２）五ヶ瀬川水系 神代川

注）生物に関する記述は、H27年度に実施された調査を基にまとめた。
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